
京
都
の
町
こ
と
ば
に
お
け
る
方
言
文
表
現

江
　
　
端
　
　
義
　
　
夫

0
は
じ
め
に

-
'
　
従
来
の
研
究

京
都
の
こ
と
ば
は
'
歴
史
が
古
く
へ
伝
統
の
あ
る
古
都
の
文
化
で
あ
る
。
日

本
全
国
の
方
言
研
究
に
お
い
て
'
京
都
の
こ
と
ば
の
歴
史
的
硯
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
の
意
義
は
'
と
り
わ
け
大
き
い
。
柳
田
国
男
の
方
言
周
囲
論
を
は
じ
め

と
す
る
言
語
理
論
の
発
見
や
そ
の
実
証
の
た
め
に
も
、
京
都
の
こ
と
ば
の
研
究

の
進
展
が
、
望
ま
れ
る
。

井
之
口
有
l
 
t
L
村
井
令
以
知
ら
は
、
京
都
市
で
の
'
伝
統
的
職
業
集
団
の
言

語
法
に
注
目
し
'
京
都
の
て
と
ば
の
研
究
を
'
精
力
的
に
肝
進
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
井
之
口
有
1
・
堀
井
令
以
知
・
中
井
和
子
『
尼
門
跡
の
言
語
生
活
の
調
査

研
究
』
昭
和
4
0
年
8
月

2
井
之
口
有
1
・
珂
井
令
以
知
『
京
都
語
位
相
の
調
査
研
究
』
昭
和
4
7
年
1
月

3
同
右
　
『
御
所
こ
と
ば
<
風
俗
文
化
史
遇
古
l
>
』
昭
和
4
9
年
1
0
月

4
同
右
　
『
京
都
語
辞
典
』
昭
和
5
0
年
2
月

5
井
之
口
有
1
「
京
都
市
室
町
・
西
陣
・
祇
園
に
お
け
る
言
語
生
活
の
調
査
研

究
川
は
」
(
「
京
都
府
立
大
学
術
報
告
」
　
　
昭
和
4
2
年
1
0
月
'
昭
和
4
3

年
.
1
0
月

6
同
右
　
「
京
都
市
室
町
商
人
・
西
陣
機
屋
・
祇
園
花
街
・
賀
茂
農
家
に
お

け
る
敬
語
行
動
の
実
態
的
調
査
研
究
」
(
「
聖
母
女
学
院
短
大
研
究
紀
要
」

3
)
　
昭
和
4
5
年
2
月

7
殉
井
令
以
知
「
京
都
方
言
の
諸
相
」
(
「
愛
知
大
投
合
郷
土
研
究
紀
要
」
1
8
)

昭
和
4
8
年
3
月

8
同
右
　
「
京
都
御
所
の
こ
と
ば
」
　
(
「
言
語
」
大
倍
館
魯
店
)
昭
和
5
2
年

l
月
・
～
6
月

9
同
右
　
「
京
都
の
こ
と
ば
」
(
「
言
語
」
大
修
館
宙
店
)
昭
和
5
3
年
1
月
-

6
月
　
京
都
の
こ
と
ば
の
実
態
が
'
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
'
少
し
く
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
'
文
ア
ク
セ
ン
ト
の
表
記
が
な
い
。
い

ま
ま
で
、
京
都
の
方
言
生
活
の
現
実
が
'
生
き
の
よ
い
か
た
ち
で
報
告
さ
れ
る

こ
と
は
'
稀
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
多
-
の
研
究
者
が
京

都
こ
と
ば
の
記
述
的
研
究
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

2
'
　
京
都
古
中
京
区
辺
域
の
方
言
生
活

京
都
市
の
中
央
部
に
'
中
京
区
が
あ
る
。
京
都
の
町
こ
と
ば
の
典
型
は
、
中

京
区
の
宝
町
通
り
界
隈
で
行
な
わ
れ
る
言
語
生
活
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
室
町
通

り
に
は
、
問
屋
街
が
あ
り
へ
古
風
な
商
家
の
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

1
九
七
五
年
七
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
の
二
日
間
、
繁
者
は
'
京
都
市
中
京

区
室
町
通
り
竹
屋
町
を
中
心
に
、
同
中
京
区
下
町
通
り
丸
田
町
、
同
中
京
区
屋

根
小
路
柳
通
り
な
ど
で
、
老
年
層
男
女
に
つ
い
て
、
方
言
の
調
査
研
究
に
従
っ

た
。以
下
に
は
'
挨
拶
表
現
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
文
表
現
に
つ
い
て
、
京
都
市
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中
京
区
辺
域
の
方
言
生
活
を
記
述
し
、
京
都
の
町
こ
と
ば
の
特
性
を
、
指
摘
し

よ
う
と
す
る
。

京
都
市
中
区
辺
域
の
町
家
一
般
で
は
、
日
常
へ
ど
の
よ
う
な
方
言
生
活
が
'

行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
域
の
方
言
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
l

種
類
の
方
言
文
表
現
に
つ
い
て
へ
京
都
の
町
こ
と
ば
の
特
徴
が
著
し
い
表
現
形

式
を
と
り
あ
げ
て
、
記
述
す
る
。

I
'
挨
拶
表
現

-
'
朝
の
挨
拶
表
現

京
都
人
は
、
挨
拶
に
'
入
念
な
心
を
込
め
る
。
近
隣
の
人
へ

_

_

-

_

　

　

-

　

　

　

)

○
オ
ハ
ヨ
ー
サ
ン
デ
ス
。
お
は
よ
う
さ
ま
で
す
。

と
言
う
。
普
通
の
言
い
か
た
と
し
て
は
、

〇
九
~
川
副
-
サ
ン
。
お
は
よ
う
さ
ま
。

が
あ
る
。
男
は
、
主
と
し
て
へ
後
者
の
言
い
か
た
を
行
な
う
。

さ
ら
に
、
簡
単
な
挨
拶
が
あ
る
。

○
オ
ハ
引
日
。
お
は
よ
う
。

女
は
、
右
の
よ
う
な
「
サ
ン
」
を
除
去
し
た
挨
拶
表
現
は
、
あ
ま
り
'
行
な
わ

な
い
。女
が
行
な
う
朝
の
挨
拶
表
現
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
オ
ハ
可
-
顎
n
封
。
お
は
よ
う
さ
ま
で
す
。

京
都
人
の
情
は
'
挨
拶
心
に
表
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
表
現
心

理
が
、
そ
の
発
想
基
盤
に
存
す
る
。

○
†
-
　
シ
ラ
ン
　
ヒ
-
デ
モ
　
カ
甘
言
、
テ
　
シ
ッ
匝
ル
　
シ
ー
ワ
　
オ

で
も
、
顔
(
香
)
見
て
知
っ
て
い
る
人
(
に
)
は
、
お
は
よ
う
ど
ざ
い
ま
す

(
と
)
言
っ
て
ね
。
通
り
ま
す
け
ど
。

2
、
　
路
上
t
J
の
出
合
い
の
挨
拶

盛
夏
の
日
中
な
ど
に
'
老
女
が
、
同
年
輩
の
人
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
挨

拶
を
す
る
。

c
l
・
…
.
*
>
¥
r
ニ
丁
ツ
ィ
.
k
I
 
I
-
.
ツ
イ
　
コ
-

う
に
'
暑
い
ね
え
。
暑
い
こ
と
'
な
い
で
す
か
。

心
や
す
い
人
に
向
っ
て
は
'

Q
刊
つ
ツ
イ
ヤ
　
ナ
引
ノ
。
暑
い
じ
4
・
な
い
の
-

o

オ
へ
ン
　
カ
-
ほ
ん
と

ハ
ヨ
-
ゴ
ザ
イ
マ
ス
　
ユ
ー
テ

0

　

　

　

　

　

　

_

　

　

　

0

ネ
-
ー
リ
マ
ス
ケ
ド
名
を
知
ら
な
い
人

で
あ
る
。
も
っ
と
心
や
す
い
人
な
ど
へ
は
'

○
列
ツ
ー
イ
・
利
-
。
暑
い
ね
え
。

と
声
を
か
け
る
。
し
か
し
、
目
上
の
人
に
対
し
て
は
、

○
オ
ア
ツ
イ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ナ
-
。
お
暑
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

i
a
a
a

と
な
る
。
こ
れ
は
へ
全
国
共
通
の
言
い
か
た
と
'
あ
ま
り
変
ら
な
い
。

3
'
訪
問
の
挨
拶

気
が
ね
の
あ
る
家
を
訪
問
す
る
ば
あ
い
に
、
共
通
語
ふ
う
の
挨
拶
が
'
行
な

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
改
ま
っ
て
、
服
の
一
枚
も
着
替
え
て
い
く
よ
う
な
ば
あ
い

の
、
挨
拶
で
あ
る
。

〇
t
n
メ
ン
ター
ダー
サ
イ
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
.

こ
れ
が
、
も
っ
と
も
丁
事
な
も
の
言
い
で
あ
る
。
よ
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。

次
は
'
心
や
す
い
近
所
の
家
を
訪
問
す
る
ば
あ
い
の
挨
拶
で
あ
る
。

○
オ
イ
叫
ス
~
刺
~
日
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
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〇
'
n
メ
ン
ヤ
ス
　
k
J
め
ん
く
だ
さ
い
。

次
は
、
夜
'
他
家
を
訪
問
す
る
際
、
戸
口
で
行
な
う
挨
拶
で
あ
る
。

○
コ
項
パ
ン
t
>
-
こ
ん
ば
ん
は
。

○
オ
シ
マ
イ
可
ス
。
お
し
ま
い
な
さ
い
(
こ
ん
ば
ん
は
。
)
0

近
隣
の
親
し
い
人
を
'
訪
問
者
と
し
て
迎
え
る
際
の
挨
拶
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

○
マ
ー
　
ア
ガ
ッ
-
ク
レ
ヤ
ス
。
ア
ツ
イ
　
オ
へ
ン
　
カ
。
ま
あ
、

上
っ
て

く
だ
さ
い
。
暑
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
〝
普
通
の
ア
イ
ソ
″
　
(
不
断
の
挨
拶
)
で
あ
れ
ば
'
次
の
よ
う
で
あ

る
。○
エ
ー
封
~
引
叫
.
ナ
リ
マ
シ
タ
　
ナ
-
。
マ
ー
ア
ガ
ッ
ト
ク
レ
刊

ス
。
い
い
気
候
に
な
り
ま
し
た
ね
え
O
ま
あ
'
上
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
〝
愛
想
″
で
あ
る
。
初
め
て
の
訪
問
者
は
、
こ
の
よ
う
な
挨
拶
で
待

遇
さ
れ
て
も
,
居
間
へ
上
っ
て
は
い
け
な
い
　
r
s
;
R
-
>
-
/
-
ク
レ
ヤ
H
ス
U
と
誘

う
方
も
、
客
人
が
'
実
際
に
上
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
の
が
'
常
で
あ

る
。
京
都
人
が
'
挨
拶
を
'
愛
想
と
心
得
て
い
る
ば
あ
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

商
売
を
営
む
家
で
は
'
・

o
t
-
-
V
-
.
-
:
・
蝣
　
‥
っ
.
.
・
∴
'
-
・
'
'
1
°

と
挨
拶
し
て
'
人
を
迎
え
る
。
「
イ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
マ
シ
U
な
ど
は
、
ほ
と
ん

ど
、
聞
か
れ
な
い
。

4
、
辞
去
の
挨
拶
表
現

他
家
を
訪
問
し
、
用
件
を
済
ま
せ
て
辞
去
す
る
。

そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
表
現
が
行
な
わ
れ
る
。

o
T
ラ
イ
　
刊
ナ
ン
ニ
オ
ジ
ャ
マ
シ
『
ツ
タ
。
た
い
へ
ん
夜
分
に
、
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

・

-

　

r

.

-

-

「

　

　

　

　

　

　

　

・

¥

r

.

.

-

・

・

一

∵

。

「

吾

,

"

*

"

だ
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
さ
よ
う
な
ら
。

こ
れ
ら
は
,
上
等
の
言
い
か
た
で
あ
る
。
中
等
の
言
い
か
た
は
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。〔ふ
J
v
-
'
t
¥
-
‥
・
¥
'
-
,
'
ニ
十
-
・
∴
蝣
蝣
;
j
.
4
v
-
・
,
た
、
丁
ハ
J
*
'
-
'
'
.
ハ
ね

え
。

次
の
は
、
辞
去
の
挨
拶
表
現
に
対
す
る
'
家
人
の
挨
拶
表
現
で
あ
る
。

0
-
v
-
H
。
>
タ
　
封
ト
　
オ
ク
レ
ヤ
ッ
シ
ー
ヤ
。
い
い
え
。
ま
た
へ
来
て
お

く
れ
な
さ
い
よ
。

5
'
労
働
中
の
人
へ
の
挨
拶
表
現

労
働
し
て
い
る
知
人
の
傍
を
、
通
り
が
か
っ
た
ば
あ
い
、

○
オ
封
」
川
~
男
サ
ス
。
お
気
張
り
な
さ
い
ま
す
ね
(
精
が
出
ま
す
ね
)
0

の
よ
う
な
挨
拶
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、

∴
-
-
・
-
*
'
-
!
*
'
:
∵
言
,
.
ふ
・
L
・

の
よ
う
に
、
状
況
を
即
座
に
表
現
し
た
言
い
か
た
が
、
行
な
わ
れ
る
0

と
こ
ろ
で
、
次
の
は
'
京
都
市
郊
外
で
聞
か
れ
た
挨
拶
で
あ
る
。

○
オ
〃
マ
イ
ヤ
ス
。
お
し
ま
い
な
さ
い
。

-
.
-
-
:
-
¥
 
"
.
 
'
.
-
'
・
し
　
　
‥
・
i
∵
-
　
n
 
t
.
・
蝣
:
　
㌧
∴
　
　
　
　
・
二
・

41

イ

ワ

バ

ラ

　

シ

マ

ヘ

ン

　

ネ

。

ム

コ

-

ノ

イ
ナ
カ
ノ
　
ホ
-
エ
　
イ
キ
マ

ス
ト
~
封
I
。
ま
あ
、
こ
こ
ら
で
は
ね
O
オ
シ
マ
イ
ヤ
ス
と
言
い
な
さ
い
ま
せ

ん
ね
。
向
う
の
田
舎
の
方
へ
行
き
ま
す
と
ね
U
の
よ
う
に
'
解
説
す
る
。

6
'
入
浴
に
つ
い
て
の
挨
拶
表
現



も
ら
い
風
呂
に
行
-
。
家
人
よ
り
も
先
に
、
風
呂
に
入
る
。
こ
の
と
き
の
挨

拶
表
現
は
'
次
の
よ
う
で
あ
る
。

0

-

・

し

　

　

　

‥

・

:

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

し

,

-

Y

_

_

L

.

'

.

I

′

、

∴

　

　

　

た

だ
き
ま
す
。

共
同
浴
場
か
ら
帰
る
近
所
の
人
に
、
路
上
で
出
合
う
。
次
の
よ
う
な
挨
拶
表

現
が
、
行
な
わ
れ
る
。

○
オ
ハ
ヨ
-
封
夕
　
刃
-
。
討
ナ
　
叫
ヨ
ナ
I
ラ
。
早
か
っ
た
で
す
ね

え
。
で
は
'
さ
よ
う
な
ら
。

以
上
の
挨
拶
表
現
は
、
日
常
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
次
に
は
'
特
別
時
の
挨
拶
表

現
に
つ
い
て
'
考
察
す
る
。

7
、
結
婚
の
挨
拶
衰
現

結
婚
に
つ
い
て
の
習
俗
は
'
土
地
柄
に
即
し
て
、
多
様
で
あ
る
。
京
都
市
中

京
区
辺
域
で
は
'
見
合
結
婚
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
老
女

は
、
「
利
ヨ
1
-
-
ワ
　
マ
.
M
S
　
封
夕
-
K
。
京
都
は
'
(
他
地
方

に
)
増
し
て
、
そ
う
(
見
合
結
婚
ば
か
り
)
で
し
た
ね
]
と
強
調
す
る
。

嫁
を
も
ら
っ
た
家
の
老
男
に
、
数
日
後
'
路
上
で
出
合
っ
て
、
老
男
が
次
の

よ
う
に
挨
拶
を
す
る
。

〇
七
ン
*
a
r
ワ
・
　
　
　
　
　
　
シ
i
;
　
　
汁
ト
ド
コ
-
-
N
-
　
オ

封
ヨ
　
引
マ
シ
テ
　
オ
メ
デ
ト
1
-
。
先
日
は
、
お
日
柄
も
よ
ろ

し
く
、
滞
り
な
く
(
給
的
式
を
)
お
済
ま
し
に
な
り
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
。

こ
れ
は
'
格
式
を
尊
ん
だ
挨
拶
表
現
で
あ
る
。
別
の
挨
拶
表
現
が
あ
る
。
そ
れ

は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
オ
タ
ク
サ
ン
　
n
ン
ド
エ
ー
オ
ヨ
メ
サ
ン
　
モ
昌
~
右
ヤ
シ
テ
　
オ
メ

ヽ

デ
ト
ー
サ
ン
ド
ス
。

お
宅
さ
ん
(
は
)
、
今
度
'
い
い
お
嫁
さ
ん
(
香
)
も
ら
い
な
さ
っ
て
、

お
め
で
と
う
さ
ま
で
す
。

結
婚
祝
い
の
返
し
を
受
け
と
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
表
現
が
あ

る
。

・

'

7

1

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

i

　

'

1

"

-

.

・

-

∵

‥

　

　

　

r

:

-

・

;

オ
イ
ワ
イ
オ
　
イ
タ
ダ
キ
マ
シ
テ
　
ア
-
ガ
ト
ー
　
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。

お
門
(
が
)
広
-
ご
ざ
い
ま
す
の
に
'
こ
の
方
ま
で
'
結
枯
な
お
祝
い
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

挨
拶
表
現
を
通
し
て
、
て
い
ね
い
で
ね
ん
ご
ろ
な
、
つ
き
あ
い
が
'
保
持
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
へ
町
家
の
人
の
言
語
環
境
と
'
社
会
階
層
が
上
位
で
あ
る
人
の
言

語
環
境
と
に
は
'
原
著
な
差
が
あ
っ
た
。
後
者
は
'
た
と
え
ば
'
次
の
よ
う
で

あ
る
。I
'
-
.
㍗
:
"
.
・
÷
　
∵
∵
∴
　
‥
-
'
'
'
t
'
'
-
-
i
-
-
、
∴
‥
-
i
'
'
蝣
-
'
-
-
,
'
「
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モ
ガ
　
ツ
イ
テ
　
ィ
キ
マ
シ
タ
。
そ
れ
で
へ
　
い
い
お
家
だ
っ
た
ら
'
た
い
が

い
、
後
か
ら
お
伴
が
つ
い
て
行
き
ま
し
た
u

ま
た
、
室
町
通
り
に
あ
る
上
階
層
の
呉
服
問
屋
の
家
族
は
、

I
-
.
.
・
-
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
:
-
)
'
　
　
∵
I
-
I
・
∴
)

の
よ
う
な
生
活
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
'

「
子
ド
モ
刊
珂
デ
モ
　
ガ
ッ
7
T
;
エ
~
不
か
人
ル
ノ
デ
モ
　
の
。
ア
ノ
ー

ダ
レ
列
ト
対
外
.
F
.
「
~
宥
T
(
ル
ト
カ
　
も
子
ど
も
さ
ん
で
も
'
学
校
へ

行
き
な
さ
る
の
で
・
G
ね
。
あ
の
う
、
誰
な
り
と
'
送
っ
て
行
き
な
さ
る
と
か

ね
U
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
.
さ
ら
に
'
乳
母
が
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
し



つ
け
が
'
行
な
わ
れ
た
。

r
*
刈
デ
　
オ
ン
パ
バ
ン
ザ
　
イ
ハ
ル
シ
・
V
,
-
'
J
>
て
し
て
、
-
1
日
さ
ん

が
'
い
な
さ
る
し
ね
え
u

8
'
出
産
の
挨
拶
表
現

○
オ
引
J
コ
　
ナ
リ
マ
シ
テ
-
。
お
慶
び
に
な
り
ま
し
て
-
0

「
お
慶
び
に
な
り
云
々
」
の
衷
硯
形
式
が
、
即
へ
出
産
の
祝
言
を
意
味
す
る
。

お
も
し
ろ
い
。

次
の
挨
拶
表
硯
は
右
の
例
よ
り
も
、
少
し
く
丁
寧
で
あ
る
o

9
、
弔
の
挨
拶
表
現

弔
い
の
挨
拶
は
、
総
じ
て
へ
調
子
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
。
し
か
も
、
表
現

の
途
中
で
、
言
い
さ
L
に
な
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

0
-
D
ル
ー
　
オ
シ
タ
一
-
。
お
わ
る
く
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
え
。

○
コ
バ
　
ク
ビ
ワ
　
オ
ク
ヤ
・
、
、
ガ
　
デ
如
マ
シ
>
s
-
　
こ
の
度
は
、
お
悔

み
が
で
き
ま
し
て
-
-
。

つ
r
-
;
i
-
^
-
r
-
　
　
　
り
¥
-
-
-
.
~
ニ
-
7
"
T
一
　
　
　
>
,
*
蝣
;
・
-
;
∴
・
。

お
力
落
し
で
、
し
だ
い
に
、
お
粥
し
-
ご
ざ
い
ま
す
。

○
コ
ノ
　
タ
ビ
ワ
　
オ
キ
ノ
ド
ク
サ
マ
ナ

コ
ト
　
デ
ケ
マ
シ
テ
-
-
。
こ

の
度
は
'
お
気
の
毒
さ
ま
な
こ
と
(
が
)
へ
で
き
ま
し
て
・
・
・
-
0

「
て
」
止
め
の
表
現
に
よ
っ
て
、
言
外
に
心
を
残
す
表
現
法
は
'
弔
の
挨
拶
表

現
と
し
て
'
一
般
的
で
あ
る
。

相
、
正
月
の
挨
拶
表
現
な
ど

元
旦
に
は
'
朝
の
う
ち
に
'
勤
め
先
へ
、
簡
単
な
挨
拶
に
行
-
。
こ
れ
が

土
地
の
習
慣
で
あ
る
。
そ
の
と
き
へ
正
月
の
挨
拶
が
'
次
の
よ
う
に
行
な
わ

S
-
E
S

o
フ
刊
シ
ワ
イ
別
口
オ
セ

ー
ワ
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
ア
リ
ガ
ト
ー

ゴ
刊
有
マ
シ
タ
。
昨
年
は
'
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
へ
毎
月
1
日
に
は
、
〝
オ
勇
右
列
チ~
列
イ
サ
ツ
″
が
、
行
な
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
ご
ろ
は
、
そ
れ
が
す
た
れ
た
。

以
上
、
当
該
域
に
お
け
る
町
家
の
挨
拶
表
現
は
、
生
活
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
'
知
ら
れ
よ
う
。
挨
拶
表
現
に
よ
っ
て
へ
人
と
生
活
と
が
、
強
-
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

室
町
商
人
へ
西
陣
、
祇
園
の
職
業
集
団
に
は
'
「
事
始
め
」
'
「
大
晦
日
」
、

「
年
始
」
、
「
八
朔
」
な
ど
'
年
中
行
事
に
関
す
る
「
挨
拶
」
が
'
行
な
わ
れ

て
い
る
。

諸
社
会
生
活
の
節
め
ど
と
に
、
挨
拶
表
現
が
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

T
I
'
応
答
表
現

肯
定
の
応
答
表
現
は
'
同
等
関
係
で
、
次
の
よ
う
に
、
行
な
わ
れ
て
い
る
。

9
月
同
封
。
そ
う
で
す
。

少
し
-
丁
寧
な
応
答
表
現
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

43

○
サ
ヨ
-
デ
　
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
全
国
共
通
語
の
影
響
で
、
「
ド
ス
」
よ
り
も
「
デ
ス
」
の
方
が

多
く
な
り
へ
次
の
よ
・
唱
応
答
表
現
が
'
1
殻
的
な
言
い
か
た
と
さ
れ
る
。

°

○
ソ
-
デ
ッ
シ
ャ
ロ
そ
う
で
し
ょ
7

0
ソ
-
デ
ス
　
ナ
ー
。
そ
う
で
す
ね
え
。



三
、
質
問
表
現

質
問
表
現
に
、
「
-
マ
ス
・
ヤ
ロ
」
の
表
現
形
式
が
、
よ
く
行
な
わ
れ
て
い

s
s

_

　

　

い

_

し

　

　

　

　

は

U

O
イ
-
マ
ッ
シ
ャ
ロ
。
言
い
ま
す
で
し
ょ
7

0
*
'
ノ
~
、
.
‥
・
.
 
。
小
ト
　
　
　
.
'
-
;
*
<

○
ガ
ッ
コ
-
~
列
テ
　
ナ
ニ
シ
タ
ラ
　
オ
ハ
-
　
引
」
.
有
タ
リ

シ
マ
ッ
シ
ャ
ロ
.
学
校
を
卒
業
し
て
'
何
し
た
ら
、
裁
縫
を
習
い
に
行
っ

た
り
し
ま
す
で
し
ょ
P

次
の
ば
あ
い
も
へ
右
の
諸
例
と
同
様
に
'
文
の
末
部
の
1
音
節
を
、
上
げ
調

子
に
す
る
こ
と
で
'
質
問
表
硯
が
'
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

○
蛸
コ
～
　
オ
イ
キ
ヤ
ス
ノ
ド
ス
。
ど
こ
へ
お
行
き
な
さ
る
の
で
す
か
2

0
ド
-
　
シ
ヤ
シ
タ
ン
ド
ス
。
ど
う
し
な
さ
っ
た
の
で
す
か
?

-

　

　

.

_

_

＼

○
H
I
　
オ
シ
ヤ
シ
タ
ン
ド
ス
。
ど
う
し
な
さ
っ
た
の
で
す
か
p

他
方
、
尊
敬
の
助
動
詞
「
ハ
ル
」
を
使
用
し
た
質
間
表
現
が
、
あ
る
。

○
オ
T
l
チ
ャ
ン
ニ
ア
ワ
ハ
ッ
タ
I
。
お
兄
ち
ゃ
ん
に
お
会
い
に
な
っ

S
B

右
の
例
は
'
京
都
に
お
け
る
若
年
層
者
の
文
表
現
で
あ
る
。

孫
や
子
ど
も
へ
の
質
問
表
硯
で
は
'
「
エ
」
な
ど
の
文
末
詞
を
使
用
し
て
、

次
の
よ
う
な
質
問
表
硯
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

○
マ
-
　
ド
〓
　
シ
タ
ン
　
工
。
ま
あ
、
ど
う
し
た
の
7

.

.

.
　
　
　
_
　
　
　
　
し

0
列
.
ン
タ
　
コ
レ
カ
ラ
ー
ド
コ
　
イ
ク
　
ネ
ェ
。
あ
ん
た
・
こ
れ
か
ら
,
ど

こ
へ
行
-
の
ソ
・

会
同
共
通
の
文
末
誠
「
カ
」
の
見
ら
れ
る
質
問
表
硯
は
'
次
の
よ
う
に
行
な

わ
れ
て
い
る
。

○
オ
イ
キ
刊
ス
　
カ
。
お
行
き
に
な
り
ま
す
か
7

○
ウ
チ
ノ
オ
d
I
サ
ン
ニ
オ
ア
イ
粛
シ
タ
カ
1
0
う
ち
の
お
じ
い
さ

ん
に
、
お
会
い
に
な
り
ま
し
た
か
7

0
ソ
叫
デ
封
シ
ー
カ
1
.
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
か
?
(
店
の
女
主
人
が

主
人
へ
)

当
方
言
に
お
け
る
質
問
表
硯
の
姿
勢
は
'
聞
き
手
に
対
し
て
'
き
わ
め
て
'

ひ
か
え
め
で
あ
る
。

四
へ
説
明
表
現

○
ム
叫
引
ソ
巧
ガ
ン
デ
シ
タ
ワ
O
昔
は
,
そ
ん
な
(
状
態
)
で
し
た
わ
o

右
の
例
は
'
過
去
を
回
想
し
た
'
説
明
表
現
で
あ
る
O

o
利
刊
ヨ
リ
叫
キ
シ
ナ
ハ
ル
〓
サ
カ
サ
マ
.
n
l
チ
ュ
イ
マ
ガ
ワ

利
吊
。
ム
ス
コ
サ
ン
デ
モ
可
列
刃
r
ッ
タ
-
シ
ャ
(
ル
-
対
I
o
親

よ
り
先
に
死
に
な
さ
る
と
、
逆
さ
ま
ご
と
(
と
)
言
い
ま
す
わ
ね
。
息
子

さ
ん
で
も
な
-
な
っ
た
り
し
な
さ
る
と
ね
え
。

右
は
'
特
定
仰
人
を
主
語
と
し
な
い
説
明
表
現
で
あ
る
0
こ
の
よ
,
r
l
に
,
通
常

の
説
明
表
現
に
さ
え
、
尊
敬
の
助
動
詞
「
ハ
ル
」
が
使
用
さ
れ
る
。

o
n
-
/
-
・
・
蝣
>
-
-
蝣
:
-
蝣
.
,
-
蝣
;
・
.
.
.
.
.
;
・
[
-
,
-

ス
ナ

1
-
0
(
京
都
の
)
こ
と
ば
が
、
や
さ
し
い
か
ら
、
そ
う
い
う
(
や

さ
し
い
)
感
じ
が
す
る
わ
け
で
す
ね
え
。

こ
れ
は
、
土
地
人
が
、
京
こ
と
ば
の
印
象
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
'
吐
懐
表
現

心
中
の
忠
恕
を
吐
指
し
た
り
'
主
張
し
た
り
す
る
の
が
'
吐
懐
表
現
で
あ

る
。
多
様
な
心
象
が
'
こ
こ
に
表
現
さ
れ
る
。

○
ヮ
列
シ
ー
キ
ョ
.
.
;
ワ
引
刃
ニ
r
利
男
可
T
k
o
私
(
は
)
,
き
ょ
う
は

rri



家
に
お
り
ま
す
よ
。

右
に
は
'
話
者
の
恋
向
が
'
表
現
さ
れ
て
い
る
O
次
の
は
'
話
者
の
意
欲
が
表

現
さ
れ
る
。

○
ソ
イ
デ
　
ア
サ
ノ
　
ウ
チ
ニ
-
　
オ
モ
ー
ア
ネ
。
そ
れ
で
'
(
洗
濯
は
)
戟

の
う
ち
に
と
思
っ
て
ね
。

次
の
は
、
話
者
の
判
断
が
表
現
さ
れ
る
。

○
フ
ロ
　
サ
剖
-
　
パ
パ
叫
テ
　
サ
ヰ
I
　
小
弟
バ
ン
ノ
デ
ッ
サ
カ
イ
ニ

ホ
ン
デ
ニ
ナ
の
モ
　
カ
ー
マ
シ
マ
へ
ン
　
ネ
ン
ナ
。
風
呂
(
へ
)
先
に
入

っ
て
、
先
に
帰
少
な
さ
る
の
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
、
何
も
構
わ
な
い
の
で

す
ね
。

○
フ
刈
ノ
ガ
　
勲
丁
.
I
ン
。
(
夏
よ
り
も
)
冬
の
(
方
)
が
'
か
な
わ
な
い

(
た
え
ら
れ
な
い
)
0

次
の
は
、
聞
き
手
が
'
相
手
の
意
見
に
反
駁
す
る
表
現
で
あ
る
0

し
く
、
お
頼
み
印
し
ま
す
わ
。

-

ト

/

[

-

,

;

一

‥

　

　

　

　

、

　

　

∴

.

、

.

オ
タ
ノ
-
シ
マ
ッ
　
セ
。

こ
こ
し
ば
ら
く
　
二
へ
　
三
日
へ
留
守
で
お
頼
み
し
ま
す
よ
。

七
、
願
望
表
現

○
ド
I
ゾ
　
m
 
D
シ
ュ
ー
　
オ
ネ
ガ
イ

-
お
願
い
印
し
ま
す
。

モ
ー
シ
マ
ス
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

○
ド
I
モ
　
ス
,
・
,
マ
セ
ン
ケ
ド
　
ヨ
ロ
シ
ュ
-
　
オ
ネ
ガ
イ

イ
タ
シ
マ
ス

45

ワ
。
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
わ
。

○
ス
ミ
マ
セ
ン
列
ド

.
ヨ
ン
デ
　
イ
タ
ダ
ケ
マ
セ
ン
ゼ
ロ
　
カ
I
。
す
み
ま

せ
ん
け
ど
'
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
7

右
の
三
例
に
は
'
丁
寧
で
ひ
か
え
め
な
健
脚
度
が
、
よ
く
出
て
い
る
.

○
ミ
ナ

ツ
.
カ
ワ
ハ
ル
サ
カ
イ
　
I
>
-
　
ナ
ン
ノ
-
　
チ
ガ
イ
マ
ス

カ
。

み
な
、
(
京
都
語
を
)
使
い
な
さ
る
か
ら
'
そ
う
な
る
の
で
は
'
あ
り
ま

せ
ん
か
.
?

質
問
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
吐
怯
表
硯
が
、
娩
出
に
、
仕
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
'
京
都
の
こ
と
ば
の
一
特
質
で
あ
る
。

六
'
依
頼
表
現

「
タ
ノ
ム
　
(
恵
む
)
」
こ
と
が
、
依
頼
表
硯
の
基
本
で
あ
る
。

○
ホ
ナ
ー
　
オ
ク
サ
ン

よ
。

・
・
・
パ
・
＼
¥
¥
*
'
-
V
一
'
Z
Z
s
j
-
i
'
叶
.
 
-
;
-
*
t
・
こ
,
.

次
に
掲
げ
る
文
例
に
も
'
「
タ
ノ
ム
」
と
い
う
依
頼
の
表
現
形
式
が
見
え
る
。

八
'
勧
奨
表
現

玄
関
先
の
訪
問
者
に
、
上
る
よ
う
勧
め
る
表
現
が
あ
る
。

o
T
-
ア
ガ
ッ
-
ク
レ
メ
ス
.
ま
あ
,
上
っ
て
く
だ
さ
い
。

他
人
で
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
断
る
と
予
想
し
て
'
二
回
ほ
ど
へ
右
の
よ
う

な
挨
拶
が
行
な
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
座
布
E
j
を
出
し
て
'
「
ア
.
姉
可
ト
ク
レ
刊
ス
o
」
と
誘
う
。

「
ア
,
J
I
　
カ
ー
ビ
と
言
っ
て
上
る
の
は
・
「
シ
山
可
¶
ハ
　
り
ト
シ
カ

オ
<
"
A
ケ
ド
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
「
ア
珂
引
~
叫
封

可
列
が
。
ス
ミ
マ
セ
ン
　
刊
I
u
と
応
じ
て
は
'
礼
儀
知
ら
ず
の
,
軽
率
者
と

み
な
さ
れ
る
。

「
ど
う
ど
う
し
ま
し
ょ
う
U
と
誘
う
言
い
か
た
に
'

○
ド
ー
ゾ
　
ヨ
ロ
シ
ュ
ー
　
オ
タ
ノ
ミ
　
モ
ー
シ
マ
ス
　
ワ
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

○
カ
ー
サ
ン
　
d
コ
バ
ン
　
イ
タ
ダ
キ
マ
シ
ョ
ー
。
母
さ
ん
、
ど
は
ん
(
を
)



い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

が
あ
る
。
「
マ
シ
ョ
ー
」
は
'
「
マ
ヒ
ョ
I
」
と
な
り
が
ち
で
も
あ
る
。

○
加
-
サ
ン
　
ヨ
V
叫
[
v
A
J
"
1
-
ナ
。
母
さ
ん
、
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

よ
。

九
'
愈
令
表
現

命
令
表
現
に
は
、
誘
導
か
ら
、
き
め
つ
け
る
命
令
ま
で
が
、
含
ま
れ
よ
う
。

誘
導
の
意
味
の
命
令
に
、

○
d
J
l
列
-
オ
1
封
イ
　
ナ
。
こ
ち
ら
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
よ
。

の
よ
う
な
表
現
が
'
頻
用
さ
れ
る
。
古
老
は
、
「
イ
引
~
叫
~
叫
刊
イ
」
な
ど
を
'

あ
ま
り
使
わ
な
い
。
あ
ら
た
ま
れ
ば
、

-

　

　

　

7

＼

○
ス
,
、
、
マ
セ
ン
可
ド
　
コ
ッ
到
り
　
キ
ロ
オ
ク
レ
ヤ
ス
　
ナ
。
す
み
ま
せ

ん
け
れ
ど
、
こ
っ
ち
へ
'
来
て
お
く
れ
な
さ
い
ね
。

の
よ
う
な
表
現
が
、
行
な
わ
れ
る
。

勧
誘
の
意
味
の
命
令
に
'

O
T
-
　
-
ツ
べ
>
.
　
ロ
マ
一
叩
し
:
<
:
*
蝣
'
・
'
.
'
　
　
　
T
 
i
・
・
、
・
-
・
'
-
;
・
。

叫
ラ
ー
刺
モ
~
河
山
I
　
オ
ッ
シ
ャ
ロ
イ
。
ま
あ
、
い
っ
ぺ
ん
、
色
町
で

で
も
訪
問
し
て
ど
ら
ん
な
さ
い
。
そ
れ
は
も
う
、
お
も
し
ろ
う
ご
ざ
い
ま

.
　
し
ょ
ー
つ
○

の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

隣
家
の
子
の
受
験
勉
強
を
'
「
激
励
」
す
る
意
味
の
命
令
表
現
に
'
「
ヤ
ス
」

が
見
え
る
。

つ
シ
ッ
蝣
r
*
-
T
I
・

ぼ
り
な
さ
い
ね
。

オ
キ
バ
-
ヤ
ッ
シ
ャ
-
。
し
っ
か
り
、
ま
あ
'
が
ん

次
に
'
動
詞
の
連
用
形
に
よ
る
命
令
表
現
が
あ
る
。
軽
い
敬
意
が
醸
成
さ
れ

る
。
目
下
の
者
へ
の
命
令
表
現
に
は
'
以
下
の
表
現
が
'
使
用
さ
れ
が
ち
で
あ

5
」○
ア
叫
　
り
ト
ー
オ
ミ
~
。
あ
れ
を
'
見
て
ど
ら
ん
。

○
サ
ッ
叫
ト
　
オ
可
叫
封
-
ナ
。
J
J
耳
〆
サ
イ
刃
-
。
さ
っ
さ
と
お

歩
き
な
さ
い
よ
。
め
ん
ど
く
さ
い
ね
え
。

○
ソ
レ
　
オ
ヤ
-
。
シ
セ
-
　
ヨ
I
　
シ
テ
-
-
。
そ
れ
へ
　
お
や
り
(
な
さ

い
)
。
姿
勢
を
よ
く
し
て
-
。

十
、
禁
止
表
現

禁
止
表
現
を
'
次
に
、
禁
止
の
度
合
の
ゆ
る
や
か
な
表
現
か
ら
、
き
び
し
い

表
現
へ
と
、
記
述
す
る
。

l

て

-

メ

○
テ
レ
ビ
ワ
　
も
エ
ー
　
コ
-
オ
へ
ン
デ
ー
o
テ
レ
ビ
は
、
目
に
よ

い
こ
と
は
'
な
い
よ
。

右
は
'
事
実
の
提
示
ま
た
は
'
忠
告
の
表
現
で
あ
る
。
禁
止
の
意
味
あ
い
が
'

薄
い
。
「
-
オ
へ
ン
」
が
、
注
目
さ
れ
る
。

i
~
・
'
)
-
-
・
ト
′
エ
ア
・
・
レ
刊
:
・
。
V
,
-
.
N
.
一
∵
-
'
.
-
:
蝣
.
-
-
'
.
I
。
や
め
て
お
L

て
く
だ
さ
い
。
ど
心
配
(
の
)
　
な
い
よ
う
に
。

右
の
例
で
は
、
「
-
シ
ト
イ
テ
　
ク
レ
ヤ
ス
」
が
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
「
-
し
な
い
で
お
け
J
と
、
的
曲
に
禁
止
す
る
表
現
法
が
あ
る
。

○
セ
ン
ト
　
オ
キ
　
ャ
ー
。
ホ
ン
マ
ニ
O
し
な
い
で
お
き
な
さ
い
よ
。
ほ
ん

と
う
に
。

ま
た
へ
　
「
I
L
た
ら
あ
か
ん
」
と
い
う
表
現
形
式
が
、
注
目
さ
れ
る
。

o
r
　
・
>
十
　
i
!
-
'
-
-
¥
-
・
t
　
;
・
・
-
i
T
.
＼
‥
.
!
-
'
-
,
'
;
.
.
,
I
"
.
.
!
.
一
　
た

ら
'
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
。

以
上
へ
　
「
-
お
へ
ん
」
　
「
-
お
-
れ
や
す
」
　
「
～
せ
ん
と
き
」
　
「
-
あ
か
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ん
」
の
四
表
現
形
式
が
'
こ
こ
で
は
'
禁
止
表
現
の
形
成
に
あ
ず
か
る
も
の
と

し
て
'
注
目
さ
れ
る
。

十
l
、
打
消
表
現

京
都
市
中
京
区
辺
域
で
の
打
消
表
現
で
は
、
「
言
わ
ぬ
」
を
、
「
言
い
は
し

な
い
」
の
寸
っ
に
、
助
詞
「
は
」
を
介
す
る
言
い
か
た
に
、
特
色
が
あ
る
。

○
ソ
レ
ワ
イ
ワ
シ
マ
セ
ン
十
。
そ
れ
は
'
言
い
は
し
ま
せ
ん
ね
。

○
コ
ッ
列
勅
封
r
i
-
討
ト
引
力
ラ
シ
マ
ー
ベ
ン
ー
ネ
ァ
O
こ
っ
ち
か
ら

言
う
こ
と
(
が
)
、
(
相
手
に
)
分
り
は
し
ま
せ
ん
の
よ
。

○
ソ
列
.
W
ア
ノ
ー
キ
ョ
I
ヨ
1
7
ア
ラ
シ
マ
セ
ン
0
そ
ん
な
に
、

あ
の
う
、
教
養
っ
て
'
あ
り
は
し
ま
せ
ん
。

○
イ
マ
ワ
ー
イ
列
ヒ
ト
ア
封
シ
マ
セ
ン
。
今
で
は
、
(
八
朔
の
挨
拶

に
)
行
く
人
(
紘
)
あ
り
は
し
ま
せ
ん
。

○
イ
ヤ
J
f
-
'
M
カ
シ
マ
セ
ン
。
い
い
や
o
(
牛
車
は
)
引
き
は
し
ま
せ
ん
。

打
消
過
去
の
表
現
に
お
い
て
も
'

○
キ
ガ
ー
ム
.
i
ナ
ン
ダ
ラ
。
気
が
向
か
な
か
っ
た
ら
-
.

の
よ
う
に
'
「
～
ナ
ン
ダ
」
を
l
亭
っ
こ
と
は
'
少
な
い
。
む
し
ろ
'
次
の
文
例

の
よ
う
に
、
「
I
へ
ナ
ン
ダ
」
を
言
う
は
う
が
'
多
い
。

○
イ
カ
へ
ナ
"
S
.
ダ
ワ
。
行
き
は
し
な
か
っ
た
わ
。

打
消
表
現
で
は
、
「
-
セ
ン
」
が
「
I
へ
ン
」
「
～
ヒ
ン
」
と
音
転
化
す
る

現
象
は
'
常
習
の
こ
と
と
さ
れ
よ
う
。

○
ア
引
列
バ
ラ
シ
マ
7
7
(
シ
-
-
。
間
は
、
出
な
さ
り
は
し
な
い

し
‥
=
=
°

O
"
-
:
-
1
-
?
>
;
v
′
-
'
'
.
'
-
ロ
テ
ウ
ニ
z
<
>
蝣
-
.
>
1
-
n
x
,
.
n
ト
T
I
J
,
r

ヒ
ン
。
バ
ケ
ツ
に
さ
つ
ま
芋
を
も
ら
っ
て
帰
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
'

で
き
な
い
。

さ
て
'
打
消
の
表
現
で
は
'
も
う
1
つ
'
「
オ
へ
ン
」
が
あ
る
O
(
こ
れ
は
'

祭
止
表
現
の
項
で
も
、
述
べ
た
。
)

.
1
1
1
1
1
1
1
　
　
.
I

0
4
タ
イ
　
コ
ト
　
オ
ヘ
ン
　
デ
。
痛
い
こ
と
(
は
)
あ
り
ま
せ
ん
よ
・

十
二
、
推
畳
表
現

推
塁
の
表
現
で
、
「
～
ヤ
ロ
ー
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
。
「
I
と
ち
が
う
か
」
と
い
う
表
現
形
式
が
、
注
目
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
室
根
様
を
見
て
、
雨
が
降
り
そ
う
な
ば
あ
い
の
、
推
虫
表
現
が

あ
るO

・

・

・

′

-

"

;

"

・

　

i

蝣

蝣

-

t

‥

　

　

　

　

√

・

I

　

ソ

叫

ソ

。

　

‥

!

ー

H

 

t

-

1
1
.
1
1
1
　
　
　
_
/

ウ
　
カ
。
ア
メ
カ
モ
　
ワ
カ
ラ
ン
　
エ
ー
。
だ
い
ぶ
ん
、
(
雨
が
)
降
ら

な
か
っ
た
か
ら
'
も
う
、
そ
ろ
そ
ろ
、
降
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雨

か
も
わ
か
ら
な
い
よ
。

-
　
　
　
　
I
_
_
.
1
ー
.
_
　
_
　
　
し

○
ヒ
ョ
ッ
〓
ス
ル
ト
　
ア
メ
カ
モ
　
ワ
カ
ラ
ン
エ
ー
。
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
雨
が
降
る
か
も
わ
か
ら
な
い
よ
。

こ
こ
に
は
'
断
定
す
る
こ
と
を
避
け
た
表
現
が
、
見
え
る
。
話
者
は
'
表
現
心

意
を
内
省
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
列
~
訓
4
-
　
ヤ
刊
ラ
~
可
〓
刃
ニ
ー
　
イ
I
t
刊
力
　
刊
-
。
ア
刈
ヤ
　
ガ
ナ
ー

チ
ュ
ヨ
ナ
　
コ
ト
ワ
　
イ
ワ
シ
マ
へ
ン
　
ナ
-
。
メ
ッ
列
ニ
。
ち
ょ
っ
と
、

柔
か
め
に
言
い
ま
す
ね
え
。
〝
雨
や
が
な
″
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
言
い

は
し
ま
せ
ん
ね
。
め
っ
た
に
P
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京
都
人
の
表
現
気
質
は
'
〟
ヤ
ワ
ラ
コ
I
メ
ニ
　
ィ
.
I
マ
ー
ス
　
ナ
-
。
″
に
、

表
わ
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
天
候
以
外
の
推
量
に
つ
い
て
考
え
る
。
確
認
の
上
に
推
定
す
る
ば
あ

い
へ
　
「
I
と
ち
が
う
か
」
が
'
行
な
わ
れ
る
。



＼

○
ソ
ン
ナ
　
列
ン
-
ヨ
タ
ラ
カ
ツ
イ
ノ
ト
　
チ
ガ
ウ
　
カ
。

小
チ
マ
イ
　
オ
T
f
#
1
0
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
、
着
物
を
き
た
ら
、
暑
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
枚
お
ぬ
ぎ
ょ
。

ま
た
・
話
者
の
推
定
を
た
し
か
め
る
と
き
に
、
右
と
同
形
式
の
表
現
が
、
見
え

る
。

＼

○
セ
ッ
カ
タ
　
オ
イ
も
シ
タ
テ
　
叫
ス
ト
　
チ
ガ
イ
マ
ス
　
カ
。
せ
っ
か

く
お
行
き
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
留
守
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
7

0
ダ
ー
叫
屯
　
√
J
当
川
ラ
へ
ン
ノ
ト
　
チ
ガ
ウ
　
カ
ー
。
ル
ス
ト
　
チ
ガ
ウ

か
e
誰
も
い
な
き
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
留
守
で
は
な
い
か
い
?

こ
れ
ら
は
,
話
者
が
,
正
否
の
判
断
を
保
留
L
t
聞
き
手
に
ゆ
だ
ね
る
表
現
形

式
で
あ
る
。
こ
の
表
現
発
想
法
は
'
京
都
ば
か
り
で
な
く
、
近
畿
圏
の
方
言
に

も
、
広
く
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
は
、
1
2
の
文
表
現
類
型
に
つ
い
て
'
京
都
市
中
京
区
辺
域
に
お

け
る
、
町
家
の
方
言
生
活
の
特
性
を
記
述
し
た
。

(
一
九
七
九
・
二
・
九
)

問

E

3

3

H

l
藤
原
与
一
『
方
言
の
山
野
』
昭
和
四
十
八
年
四
月

2
泉
井
久
之
助
「
淀
川
沿
岸
地
方
に
お
け
る
ド
ス
・
ダ
ス
の
分
布
に
つ
い
て
」

昭
和
七
年
一
月

3
媒
垣
実
『
京
言
葉
』
昭
和
二
十
一
年
十
二
月

4
井
之
口
有
一
・
堀
井
令
以
知
『
京
都
語
位
相
の
調
査
研
究
』
昭
和
四
十
七

年
一
月

(
本
学
助
教
授
)
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